
監修の序

私が昭和大学附属豊洲病院に勤務して1 6年が経ち，さらに内科教授として1 0年

が経ちました．はじめは消化器科でしたが，2 0 0 5年に消化器科と内科が統合して，

内科になりました．日頃から内科疾患のなかで最も多い疾患の一つである消化器

疾患についてまとめたいと考えていました．消化器疾患の治療を考えた場合，消

化器疾患の診断とともに臨床分類が非常に重要になります．そこで，今回消化器

疾患の臨床分類について，消化管（食道，胃，小腸，大腸）と胆道・膵をまとめ

ました．今まで消化器診断について述べられた著書は多く出ていますが，最新の

画像（X線像，内視鏡像，超音波像，C T像など）と臨床分類から述べた書籍はほ

とんどありません．いろいろな画像とともに臨床分類を加え，文献的な考察を付

加しました．特に，画像について納得できるきれいな画像を厳選しました．食

道・胃などの炎症についても最新の知見も加えられています．胆道系・膵に関し

て超音波像・CT像なども加えて詳細に述べられています．

研修医，若手医師においても消化器疾患の診断と臨床分類に迷ったときには本

書を参考にしていただければ幸いです．本書が一般診療に活かされ，患者さんに

とっても有益であることを期待します．消化管診断では形態学的な肉眼所見が重

要であり，画像所見で注目すべき点について述べられています．

今回，「消化器疾患の臨床分類」を昭和大学附属豊洲病院で経験した症例をま

とめました．若手医師たちが豊洲病院で経験した症例を中心に文献を加えたのが

本書です．

今まで，消化器診断についてご指導いただいた順天堂大学名誉教授 故白壁彦

夫先生，元東京都がん検診センター所長 西沢　護先生，元都立駒込病院病理部

長 故望月孝則先生からご指導いただいたことが本書に十分に活かされていると

思いますとともに先生方には厚く御礼申し上げます．本書の出版に関して，編

集者の長浜隆司先生，中島寛隆先生，山本栄篤君が大まかな内容を決め，実際

に執筆した昭和大学豊洲病院内科消化器部門の先生方に感謝の念を捧げます．

また，出版に際して羊土社のご厚意により発行される運びとなりましたことに

厚く御礼申し上げます．
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編集の序

消化器系の実務に日が浅い方，逆に専門ではあるものの改めて消化器病の概要

を短い時間で習得したい方，専門は他科で報告書などの内容を簡便に調べる一冊

を探していた方，図柄が判りやすそうと感じた方．本書はそんな「おいしい」「か

ゆいところに手が届く」本を求める医療従事者のためのものです．

消化器系疾患の治療決定や経過観察には，採血データや生理検査以上に内視鏡

や超音波などの画像に触れることは避けられず，重要度も比較的高いと思われま

す．その画像診断は経験や直感だけではなく，それらの視覚的所見を解析し根拠

に基づいて行われています．各画像診断には疾患や所見の分類が数多くあり，ま

た診断医によって採用するものが異なったりすることは日常茶飯事でありましょ

う．ましてや消化器専門外の方々においては臨床的価値がなかなか伝えきれない

ことも少なくないはずです．

そこで臨床研修医から専門医までの多くの方々に，形態・画像診断する際や報

告書を解釈する段で一目瞭然の便利なものを創り上げたいというのが本書のねら

いでありました．一般的な病態に対する概説と分類を画像も織りまぜてわかりや

すく，おのおのの立場の方が実務的である本をモットーに奮闘しました．したが

って各分野の第一人者ではなく，あえて今「使える実務書」を欲する消化器領域

の若手医師によって分担執筆をしました．現場のニーズを肌身で感じている者同

士が悪戦苦闘し，稚拙な表現や図解に対して各編者の先輩方や編集者の助言をい

ただき完成させた次第です．

あわよくば本書を利用したことがきっかけで，ひとりでも多くの従事者が形

態・画像診断に興味をもち，世界に名立たる日本の消化器診断・治療学を志す仲

間が増えることを願ってやみません．最後に，多大なる御労苦，御尽力を頂いた

羊土社の編集担当の嶋田，秋本両氏と叱咤，激励いただいた編者の諸先輩方，執

筆された諸先生方に改めて感謝の意を表する次第であります．

2008年 9月
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